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　絶えず競争にさらされる民間企業とは違い、非営利の組織（軍隊などはそ
の典型）は、悪い意味で保守的で急激な変化を嫌うイメージがあるが、海兵
隊が「自己革新」を遂げられたのは、コアコンセプトを持っていたからだと
著者はいう。もし、著者が言う改革を可能にする組織には、コアコンセプト
が必要で、組織が存続の危機にさらされる状況があるという仮説が本当なら、
現在の様々な組織をこの観点から分析してみるのも面白いだろう。私たちが
行政や会社などの組織を考える上で参考になると思う。

　また最後に、海兵隊では最終的な配属先がヘリコプターの操縦士であって
も戦車兵であっても艦船の乗員であっても、まず、コアコンセプトである「ラ
イフルマン」としての技能と精神を叩き込まれ育成されるという。それが、
陸海空に展開しながらも統合的に、敵の制圧作戦が可能な理由であるとして
いる。さまざまな装備品はいわば手段で、「ライフルマンが敵を制圧する」
という最終目的の達成のために組織運営が構想されている。いわば、企業で
いえば本業が何で、本業を達成するために何をすればいいかという現場主義
が徹底されているともいえる。関係があるのかどうかわからないが、かつて
JR 東海の葛西敬之会長が「JR 東海の社員には新幹線の運転ライセンスを取
得するか、視力などの理由で運転ができない場合は、新幹線の車掌を必ずさ
せる」と著書の中で語っておられたのを思い出す。同根の発想なのだろうか。
　著者の論証の根拠が海兵隊だけなので、一般化できるかどうか疑問だが、
コアコンセプトの保持と組織存立の危機、が組織の「自己革新の源泉」とい
うキーワードは非常に興味ある指摘である。
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　1440 年代にフィレンツェ近くの町で生まれたフランシスコ修道会の修道
士、ルカ・パチョーリが、はじめてヴェネツィア式簿記の論文を出版した。
まさに複式簿記（Double Entry）の考案者である。世界初の簿記の専門書
を著し、複式簿記の体系化と普及に貢献した。ヨーロッパ各地で出版された
簿記の専門書はすべて、パチョーリの論文をもとにしており、現代会計の礎
を築いたのである。
　筆者は 13 世紀後半にイタリアで広まったこのしくみが 21 世紀の世界経済
を支配するに至るまでのいきさつを追うのである。複式簿記の考え方は、今
日では、国民所得統計へと応用されたが、国の富を測る物差しであるＧＮＰ

（国民総生産）やＧＤＰ（国内総生産）は、はたして本当に国の幸福度を測
る指標としてふさわしいのだろうか。
　企業は年に一度、自らの透明性を担保するために、財務諸表を作成して公
表する。これにより企業の行動はチェックされ、市場は効率よく機能すると
されてきた。ところが、これらの公開情報が、企業活動の実態を表している
とは限らない。本書は国民所得の測定に疑問を投げかけている。大気汚染、
タバコの広告、交通事故の犠牲者を運ぶ救急車までもが国民所得の勘定に計
上され、一方で、子どもたちの健康や質の高い教育、遊びの楽しさは考慮さ
れない。またＧＮＰを開発した経済学者のサイモン・クズネッツ本人も、国
民勘定に金銭報酬のない家事労働も含めるべきだと考えていた。
　さらには、会計の世界ではあらゆるものを貨幣価値変換するため、地球が
人間に無償で与えてくれる生存環境には最低限の価値しか見出してこなかっ
た。会計の論理を振りかざすことで地球を傷つけており、簿記には地球の存
亡がかかっていると訴えている。この状況のままでは地球環境の破壊につな
がりかねないため、著者は、今こそアカウンタント（会計士）が自然を会計
に含めることのできる最後の希望の星となりうると主張する。

『バランスシートで読みとく世界経済史』

著者：ジェーン・グリーソン・ホワイト
翻訳：川添 節子
出版：日経 BP 社
発行：2014 年 10 月 15 日

『バランスシートで読みとく世界経済史』



126 127

　人類のもっとも偉大な発明の一つとされている文字は、アカウンタントに
よって発明されたという説が有力となっている。古代メソポタミアにはじめ
て農業を主体とした集落が出現し、人々が農産物の生産量と交換を記録し始
めた。円錐、球、卵、円柱の形をした焼成粘土のトークンが発見されたのも
そのころである。このトークンは単純な会計記録であり、そのころの会計記
録が、情報を伝達することを目的としてつくられた目に見える最初の記号シ
ステム、そして記憶を保存するためにつくられた最初の技術であった。会計
の起源から、旅するイタリア商人フィボナッチが彼の著書『算盤の書』で紹
介した、アラブの商人たちが使っていたインド・アラビア数字の普及、印刷
技術、重商主義の勃興など、世界を変える大きな出来事を経て、現代の資本
主義社会に至るまで、一貫して「会計」を通して世界経済の歴史を語ってい
るところが興味深い。
　高等学校や大学で、商業を学ぶ生徒、学生にとって「簿記」は必ず学ぶ基
本中の基本である。本書はその複式簿記の発展、普及の歴史をたどりながら、
会計言語によるコミュニケーションという新たな手段を獲得した人類の歴史
物語である。

　序　章　ロバート ・ ケネディと富の測定
　第１章　会計 ― コミュニケーションの始まり
　第２章　商人と数学
　第３章　ルカ・パチョーリ、有名人になる
　第４章　パチョーリの簿記論
　第５章　複式簿記の普及
　第６章　産業革命と会計士の誕生
　第７章　複式簿記と資本主義 ― 卵が先か、鶏が先か
　第８章　ケインズ ― 複式簿記と国富論
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　キャリア教育に重点を置く必要がある。
　現在の教育課程の中では、検定試験の取得目標や日々の勉強の成果を図る
定期考査で良い成績を上げることを目的として行われている。では、それら
の行動は何のためにやるのか？明確な答えを持って日々勉学に励んでいる生
徒たちは少ないように思う。高等学校や大学卒業後の仕事内容やキャリア
アップするなど、どのような人生にしたいかを、明確にする必要があるので
はないだろうか。
　「良い成績をとる」や「難関資格の合格」は、単にステップアップにすぎない。
明確にしなければならないのは、自らの人生において何を職業とし、どのよ
うなキャリアを積んでステップアップしていくかである。
　この本では、転職をベースとしたキャリアアップの方法や、最終的に何を
めざすかによってどのようなキャリアを踏むべきかが、明確に示されている。
ただ単に努力をするより、明確な目標や目的を基に努力していくほうが、時
間を有効にかつ効率的に使用できるはずである。
　だからこそ、 早い段階からのキャリア教育が必要であり、どのような職業
や職種があるのか、いつまでにどんな自分でありたいのか？どんなスキルや
経験をしていたいのか？そして、その経験や時間をかけて取得するスキルが
必要なものであるのかを、明確にする必要があることが示されている。その
気づきが早ければ早いほど良い。どんなキャリアを積んでどんな人生を歩む
か、もう一度考え直したくなる一冊である。
　それに、時代のながれとともに変化する人材市場。私たち教員は、生徒た
ちの力を活かすことができる場所へ進路を決めなければならない。間違った
選択をさせないためにも、人材市場とキャリアについてしっかり把握し、生
徒ともにキャリアについて考え、道を切り開く手助けをする必要がある。そ
の一つの手段としてこの本がある。
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